
 

 

 

 

２０２４年１０月１日 

国立大学法人広島大学 

中 国 電 力 株 式 会 社 

 

広島大学と中国電力による共同研究講座の設置について 

～AI 等の先進技術を活用した最適な電力需給運用の実現に向けて～ 

 

情報提供 

国立大学法人広島大学（以下、広島大学）と中国電力株式会社（以下、中国電

力）は、本日から 2027 年 3 月 31 日までの間、共同研究講座として広島大学大学

院先進理工系科学研究科内に「中国電力カーボンニュートラル対応エネルギーマ

ネジメント先進技術共同研究講座」を設置します



 

 

 

「中国電力カーボンニュートラル対応エネルギーマネジメント 

先進技術共同研究講座」の主な研究内容 

 

地域グリッド内における太陽光発電、蓄電池、EV※1 等の分散型エネルギーリソース

の利用にあたり、AI 等の先進技術を活用し、太陽光発電出力予測や需要家負荷予測

等に基づき、EV※1 の運行計画を考慮のうえ蓄電池や EV※1 の充放電計画を策定し、地

域グリッド内の再エネを最大限利用した最適な需給運用の実現を目指します。 

 

【地域グリッドにおけるエネルギーの地産地消（イメージ）】 

 

※1 電気自動車（Electric Vehicle） 

※2 エネルギーマネジメントシステム（Energy Management System） 

 

【エネルギーマネジメントの一例】 
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